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髙瀬多佳子や佐々木満などを始めとする世界のアーティストが交流する NY に身を置いて活躍し

たダンサーたちは、日本の舞踊界の進人となった人たちだということが分かった。モダンやバレエ

など表現者は今も昔も女性が多いというイメージは変わらないが、古橋悌二のように今まではルー

ル違反と捉えられかねない発想でダンスを作る飛び抜けた才能を持つ舞踊家が男女関わらず今の時

代に必要だと考える。なぜなら、ジェンダーレス問題や少子高齢化問題を抱える日本にとって、その

ような舞踊家が作品を通して社会に訴えかけ、問題解決の糸口をダンスと共に見出せれば、ダンス

と現代社会とのつながりをより深いものにすることができると思う。その先頭に立つべきなのがダ

ンスを専門的に学んでいる私たちではないかと思う。ダンスの歴史に刻まれるような色濃い挑戦を

していきたい。 
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今回の動画を閲覧し、学んだことは日本現代舞踊も歴史とともに進化していることである。戦後

になると、系列や同門も消えていき、モダンやバレエだけにとどまらず、色々な方向に転換していっ

たことを知った。留学などを経て海外で学んだことを取り入れて自分のものにしていったダンサー

が多いと思った。ダンスにミュージカル要素を取り入れたり、新しい演劇性として伊藤多恵さんの

身体運動の効果を特徴としてダンスだったり、一つのジャンルにこだわらず、色々な要素を取り入

れたからこそ、ダンスは広がり、日本現代舞踊も進化して行ったのではないかと考えた。昔にはなか

った JCDN の会員自由参加制だったり、インターネットで気軽に連絡をとれるようになったため、

まだまだ進化していきそうだと考えた。 

 

43 

戦後、外国にとどまって系列、同門で分かれて学ぶ。モダンダンスにおいて、はじめは先生につく

が自分で道を開いていく人が多い。これによりソロダンスが生まれたと考える。時代が進むとドラ

マ性と独創性、風刺、現代の目線をダンスに加えることで演劇的構成を持ったダンスが生まれた。男

性ダンサーの希少性があるが個性を出し、重宝されている。柳下規夫さんの身体は曲線的で女性的

といえる。女性のようにしなやかに動き、オーラのようなツヤが見える。関西を基盤とする JCDN

はネットで自由参加できるので一般人とダンスの距離が近くて良いなと思いました戦前のバレエと

モダンの違いはテクニックやレパートリーだったが、戦後は多ジャンルの踊りや美術要素も取り入

れ、新しい舞踊を作っていた。 
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動画から、現在の舞踊による広い表現や多様な世界観はモダンダンスやバレエを軸とした戦後の

テクニック重視の表現から始まり、多くの人の発想や専門とする分野、表現が交差し、そこにジェン

ダー等の社会的な価値観など沢山のものが絡まり混ざり合った結果であると改めて感じた。時代が

進むにつれて、技術の向上は勿論のこと、表現の対象やテーマ性、構成の組み立て方や他ジャンルと

のコラボ等、舞踊と社会との絡み合いが根深くなっていることで、それに伴い教育にもダンスを取

り入れようとする動きが活発化しているように思え、舞踊の社会との繋がりやその価値が高まって



いることを嬉しく感じた。表現の世界はそれを好む者が独自の世界観の中で内々に発達させている

ように思っていたが、そうではなく逆に現在の舞踊表現界はまさに社会の変化、多様化の産物であ

るとわかった。 
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今回の動画を通して日本現代舞踊の歴史や変化を知ることができた。想像以上に一つ一つの舞台

がユニークで、振付者の個性がにじみ出てくるものだった。動画を見て、構成や美術を学ぶことと同

時に、今と少し違うと思うところがあった。それは、見ている人の求めるものが変化していること

だ。SNS も発展し現代は舞台に共感というものを求めている気がした。振付者の個性を爆発させる

というよりは見ている人の感動を誘うような演出が今は増えていると感じる。舞踊というよりはダ

ンスが身近に存在するようになり、わかりやすい演出に変化したのではないか。今回の動画を通し

て、ジェンダーや社会を表す作品を作る時期というのはその時代が求めているから。見る人が求め

る作品が変わることで、現代舞踊もどんどん変化して行くのではないかと感じた。 

 

46 

私が動画から学んだことは、どの世代のどの舞踊においても「社会」との結びつきが強いというこ

とです。他ジャンルを数々取り入れ内容の多次元化が進む中でもダンスと社会は強く結びつき「現

代社会」や「現代の視点」を身体で表現してきたことがとても印象に残りました。このことから、現

在世界で起きている戦争をダンスで表現し何かを変えることはできないかと考えました。「社会」を

身体で表現し進化し続けてきたダンスだからこそ、人々に作品を通して方向性を示すだけでなく問

いかけ、人々に考えさせるような表現ができると思います。世界共通のダンスは人々の心を動かし、

共有出来るものだと感じたのでダンスが人々や世界を変える素晴らしい表現方法になったらいいな

と思いました。 
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「日本現代舞踊の流れ第六巻」という動画を見て、改めてダンスというものは奥深いものだと強

く感じた。 

戦前では、テクニック、表現メソッドの総意を意味していた発想だったが、戦後からは内容の多次

元化や舞踊外の他のジャンルの取り入れへと変化していったという過程を目で確認する機会があり

とても嬉しいと感じた。戦後の作品が特に印象に残っていて、宗教と関連づけたり、歌舞伎やミュー

ジカルなどともまた関連づけたりしており、ダンスの幅は無限大だなと感じた。実際に、自分もピエ

ロになり作品を踊らせていただいたこともあったため、動画のような現代舞踊の流れがあったから

こそなんだと身をもって感じることができた。 

ご縁があり、日女でダンスを学ぶことができているのでもっと奥深く学んでいきたい。 
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今回の動画を見て、振り付けの内容や演じ方に大きな変化があることを学んだ。初めは個性を生か

したソロ作品から複数でのトータルアートへの変化。そして、ダンスという枠を超えて演劇的な要



素が加わり、表情の付き方や衣装の変化。時代の変化と共に、インターネットの普及から活動がより

広い世界へと広がった。様々な視点でダンスを見ることで同じモダンダンスというジャンルでも多

様に変化しており、大変興味深いと感じた。 

私が生まれる以前に、このような変化を繰り返しているのだから、私がこれから生きてダンスに関

わっていく中でどれだけ変化していくのか、とても楽しみである。ぜひ自分も変化の渦中に加わり、

今後のダンスの変化を自分自身で体験したい。 
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この映像を見て、私は現代舞踊はそれぞれの個性を体で表現することができ、一つとして同じも

のがないと思った。今まで多くの現代舞踊家が新しいことをするために海外に行ってレッスンを受

け、キャリアを積んだ。そして留学して得た知識や技術を使い、自分の表現したいことを作品にして

行った。今の時代、性別やジャンルを超えた新しい斬新な作品がどんどん増えてきた。昔の人も今の

人も、新しいものを生み出すことにチャレンジし続けているから興味深く面白い作品が沢山制作さ

れていくんだと思う。日本女子体育大学からも素晴らしいダンサーが輩出されていて、私はそこに

通えていることがとても嬉しい。私はずっとバレエをしてきたから、創り出すという部分にあまり

触れてこなかったので、大学を通して学んでいきたい。 
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現代に存在している舞踊は、全て各国様々な特徴や流派によって完成しているものだと思ってい

た。しかし、必ずしもそうではないという事を動画から学んだ。 

私は今まで先生に渡された振り付けが正解で、完成形だと思い込んでいた。長い舞踊の歴史の中

で、まだ一瞬しか生きていないのにも関わらず盲信し、挑戦することを避けていたのだ。狭い視野の

中で踊っていた事がとてもよく分かった。 

海外に渡った日本の現代舞踊家の中に岩淵多喜子先生もいるという事から、私のダンス人生にも

希望はあるだろう。常に人任せで、頼りない踊りばかりするダンサーでは所詮お遊び程度になって

しまう。自ら積極的にダンスと向き合い、独自の新しい自分らしさを見つけられたら最高のダンサ

ーと言えよう。 
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動画を観て、まず踊ることの尊さ、素晴らしさを改めて感じることができた。舞踊は個々の価値

観、考えがベースとなり身体で個性を表現する芸術だと私は考えている。創り出す過程、そしてうみ

だすものは他に一つとしてないし、そこに私は無限の可能性を感じる。 

舞踊は時代の流れとともに変化し、一人一人が個性を生かした舞踊的空間を生かし魅力的な作品を

創り出す。そして、舞踊が発展していくとともに、舞踊はただ踊る、身体を動かす、ということだけ

でなく舞台を通して社会に何かを訴える、ことも出来ているように思う。 

舞踊は老若男女問わず表現することができる。その人の普段の生活や経験から創り出される感性を

身体表現として舞台で披露することが出来るところが万人受けすると考える。 
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戦後の舞踊がどのように創られてきたのかがよく分かりました。ミュージカルやオペラなど他ジ

ャンルとの交流を行い、劇的構成を創った作家。身体運動や日常運動取り入れ作品にしたダンサー。

美術に力点をおき感覚的な空間作りを行った舞踊家達などによって現在のダンスがあるのだなと感

じました。また、現代社会やジェンダーに対する問題を飛びこえて誰もが自由に行えるダンスがつ

くられてきたことは、ダンスの幅が広がり、たくさんの可能性を秘めている素晴らしいことだと改

めて感じました。今では戦後直後よりも新たなダンスが増え、ダンスで伝えられることがたくさん

あるのではないかと思い、今まで作られてきたダンスをもとに、もっともっとダンスに対する意味

を広げていきたいなと思いました。 
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私は今回、動画を見て少し舞踊へのイメージが変わった。戦前の舞踊は型にはまっているダンス

が特徴的だが戦後からは自由、発想豊かで個性的な演者が増えた。劇的構成作品も現れミュージカ

ルやドラマ調の作品も出てきた。これは世の中への心の変化が舞踊にも響いているのかと思う。し

っかり揃えるべきところは揃え、ソロやフリー、即興などは自分が思うままに踊っていいのかなと

思った。コンテンポラリーダンスという「現代にあったダンス」が普及してきた理由もこのことから

だと思う。原点はバレエダンスにあるがそれを崩していったジャンルのダンスがある。それはバレ

エを踊っていた演者が思うままに踊ってできたジャンルかもしれない。これからも型にはまらない、

自分が思うままに気持ちを舞踊で表現していきたいと強く思う。 
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戦前に比べ、戦後の舞踊はより多様なものとなっているのだということを感じました。現代舞踊

と言っても、様々な踊り手や振付家がいて、海外で学んだことを日本に持ち帰り独自のダンスを生

み出しているのだと思いました。アメリカの個性、ジェンダーレス的考えや、ヨーロッパのドラマチ

ックな世界観など、色々な価値観に触れることで、日本の現代舞踊がより多様なものとなり、ジャン

ルを超えた作品なども生まれていったのだと思います。そして、こういった名の残る作品を創造す

るにあたって大切なことは、さまざまな文化や知識、経験を積み、それらをふまえた上で自分が強み

とする個性を持つことではないかと考えました。多様な現代舞踊では、何を重視した作品にするか

が大切なので、身体運動的な面、物語や感情的な面など、多角的にダンスを知っていきたいと思いま

した。 
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私はこの動画を見て、戦後の作品は正直怖いものが多いなと感じました。全体的に明るいカラフ

ルな作品が少なくて、当時の日本の雰囲気が舞踊の世界にも出ているのかなと思いました。そして、

私がこの動画の中で一番印象的だったのが、シアターが前面に出すぎると舞踊面での面白みが欠け

てしまうという事でした。作品をどんなストーリーにしたいかと考える時いつも演技を踊りにした

らという面から作る事が多かったので、もっと踊るという事に重点を置いたら舞踊作品としての完

成度が高まるのかなと考えました。また、表現という面で舞踊という面で舞踊と演劇性は切り離す



事ができない事と両立する事の難しさは現在も変わらない事だなとも思います。私自身の課題とし

て踊りの技術と表現の理想的なバランスを見つけなければと思いました。 
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日本人ダンサーがアメリカやヨーロッパに行ってキャリアを積んでいるときくと、私たちが今お

どっているダンスは輸入されたものなんだなとあらためて思いました。マイノリティーで密室であ

るほど良いと言われ、個性的な表現一本で勝負するダンサーが増えたと動画の中で言っていて、確

かにユニークな作品の方が見ていてひかれるので、自分も何か振付をしたりソロを踊ったりすると

きは想像力を働かせるように努力してみようと思いました今日では、昔よりも増えたのだとは思う

けれど、女性ダンサーと比べて男性ダンサーの比率が少ないということはダンス界の課題なのでは

ないかと思います。女性よりも身体能力が高く表現の幅が広いと思うのでもっと増えたらいいなと

思います。 
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私は動画を見て、舞踊には様々なカタチがあることを学んだ。また、面白い作品を創作する上で、

「ユニーク」「マイノリティ」というワードが関係していると思った。みんなと同じことをしても面

白くない。いかに他の人と違うことをするか、新しい考え方を持つかということが面白い作品につ

ながると思う。日常生活においても同じだと考える。1 日 24 時間は平等であるが、その時間の中で

何をするかによって充実度は変わってくる。様々なことに挑戦し、色々な角度から物事を見て、頭の

中で想像してそれを身体で表現したい。人は少数派に分類されると自信をなくしてしまう傾向があ

るがそれを恐れず、自分の世界を創り出していきたいと、動画を見て強く思った。時代とともに舞踊

のカタチは変化してきたが、今回の動画で歴史を振り返ることができ、とても良い経験になった。 
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動画を見てダンスのさまざまな部分の知識を得るために、海外でのキャリアを積んでいる人が多

いことが分かり、戦後にも関わらず海外で学ぼうという行動力に驚いた。また、学んだことを活かし

つつ自分の個性を表現している舞踊家達たちの作品を見て、とても抽象的でいろんな作品があると

感じた。戦後のダンスは今よりも表現に限りがあると思っていたが、一人で踊る作品や男性が踊る

作品、また構成や振りをドラマのように作る作家もいて、私が思っていたよりも自由に自分の色を

出しているユニークな踊りが多いことを動画を見て知ることができた。さまざまな大作があり、昔

の日本のアーティストたちが戦後のダンス界を作っていったと考えると、ダンスの可能性は広く、

知れば知るほど面白いと思った。 

 


